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か
す
み
が
う
ら
市
議
会
事
務
局

　
　

の
決
裁
に
つ
い
て
回
答
が
な

い
。
必
要
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　

議
長　

平
成
19
年
４
月
の
通
知

　
　

文
の
議
長
の
決
裁
に
関
し
ま
し

て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
決
定
に

従
い
、別
途
、文
書
に
よ
り
回
答
し
て

お
り
ま
す
。
文
書
で
お
答
え
し
た
と

お
り
必
要
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

議
長
に
一
般
質
問
の
取
下
げ
を

　
　

要
望
さ
れ
た
。
議
会
運
営
委
員

会
で
一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
る
の
か
。

　
　

議
長　

議
長
に
対
す
る
一
般
質

　
　

問
の
取
下
げ
要
望
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
回

答
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
の
任
務
、
活
動

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
一
般

質
問
の
取
り
扱
い
等
、
基
本
的
な
事

項
を
調
査
・
審
査
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　
　

議
会
事
務
局
長　

一
般
質
問
に

　
　

つ
い
て
は
、
市
政
に
対
す
る
質

問
で
あ
っ
て
、一
方
、国
政
・
県
政
、

さ
ら
に
は
他
人
の
私
生
活
に
亘
る
言

論
等
が
規
制
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
含
め
、
一
般

質
問
の
質
疑
、
内
容
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
質
問
の
時
間
等
や
回
数
も

種
々
検
討
、
調
整
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
実
態
と
し
て
、

県
で
は
一
般
質
問
の
検
討
場
所
と
し

て
議
会
運
営
委
員
会
が
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本

市
に
お
い
て
も
議
会
運
営
委
員
会
で

検
討
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

地
域
へ
の
信
用
供
与
度
を
実
態
と

　
　

し
て
把
握
し
て
各
金
融
機
関
を
格

付
け
査
定
し
、
主
た
る
公
金
取
扱
い
金

融
機
関
を
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
長　

公
金
を
取
扱
う
指
定
金

　
　

融
機
関
の
場
合
、
相
当
な
額
が

集
ま
り
、そ
の
一
部
は
地
域
や
企
業
か

ら
の
預
金
と
同
様
に
運
用
さ
れ
利
益

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ

の
運
用
益
を
地
域
の
人
々
や
企
業
へ

預
金
利
息
や
融
資
資
金
と
し
て
還
元

さ
れ
る
べ
き
で
、金
融
機
関
に
お
い
て

は
、地
域
へ
円
滑
に
金
融
機
能
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、地
域
の
発
展
に
努
め

る
等
地
域
還
元
や
地
域
貢
献
が
図
ら

れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
金
融
機
関
の
格
付
け
査
定
に
つ

い
て
、県
内
で
の
指
定
制
度
は
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。当
市
に
お
け
る
指

定
金
融
機
関
の
選
定
基
準
に
つ
い
て

は
、内
規
の
か
す
み
が
う
ら
市
資
金
管

理
並
び
に
運
用
基
準
の
中
で
定
め
て

お
り
ま
す
。

　
　

当
市
の
公
金
取
扱
い
金
融
機
関

　
　

の
法
定
担
保
責
務
の
現
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

会
計
管
理
者　

か
す
み
が
う
ら

　
　

市
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
契

約
書
に
基
づ
き
、額
面
５
百
万
円
の
政

府
保
証
公
営
企
業
債
権
を
担
保
と
し

て
預
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
は
、公
金
を

金
融
機
関
に
預
金
し
て
保
管
し
て
お

り
ま
す
が
、
最
も
安
全
、
確
実
か
つ
有

利
な
方
法
で
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
預
入
額
の
元
本
が
保
証
さ
れ
、
預

入
に
伴
う
運
用
益
が
出
る
よ
う
に
管

理
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

質　問　事　項

１．都市計画について
２．要望、陳情の対応について
３．公共工事の施行管理は事業課を設置してはどうか
４．かすみがうら市議会事務局の決裁について
５．補助金法令の見直し等について
６．常任委員会への職員出席要求について
７．㈲永光の開発と寄付について
８．職員、特別職等の人事について
９．霞ヶ浦庁舎建設後のあじさい館の利用について
10．廃止する保育所について
11．大型養鶏場からの悪臭対策について　　　　【他３件】

質　問　事　項

１．公金仕訳が金融業の自己資金比率として利益還元となる
　　認識と地域貢献のバランスについて
２．当市の公金取扱い金融機関の法定担保責務の現状につい
　　て

▲あじさい館 ▲指定金融機関の出張窓口がある庁舎内の出納室

一　般　質　問

栗
山　

千
勝
議

員

古
橋　

智
樹
議
員

一
般
質
問
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
検
討
・
調
整
す
る

QAQA

公
金
取
扱
い
の
指
定
金
融
機
関
に
よ
る
地
域
貢
献
度
の
見
定
め
は

運
用
益
は
地
域
の
人
々
や
企
業
へ
利
息
や
融
資
と
し
て
還
元
さ
れ
る
べ
き

QAQA
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「
農
地
改
革
プ
ラ
ン
」の
内
容
、

　
　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

改
革

　
　

プ
ラ
ン
の
一
点
目
は
、
農
業
生

産
・
経
営
の
基
礎
的
な
資
源
で
あ
る

農
地
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
農

地
転
用
規
則
の
厳
格
化
・
農
用
地
区

域
内
農
地
の
一
層
の
確
保
を
図
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。
二
点
目
は
、
賃

借
を
通
じ
た
農
地
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
の
施
策
を
講
じ
る
。「
所
有
」

に
拘
る
こ
と
な
く
適
切
な
利
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
基
本
を
再
構
築
し
た
こ

と
。
三
点
目
は
、
農
地
税
制
の
見
直

し
を
検
討
す
る
内
容
で
す
。

　

農
地
制
度
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
を
認
識
し
、
関
係
機
関
と
連

携
の
上
、
農
業
者
等
に
広
く
周
知
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
地
域

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い

て
、現
況
と
課
題
、今
後
の
対
応
策
は
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

近
年
、
都
市

　
　

化
が
進
み
価
値
観
が
多
様
化
す

る
中
で
、
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
が

希
薄
化
し
相
互
扶
助
の
機
能
が
低
下

し
、
地
域
で
支
え
あ
う
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
に
お
い
て
安
心
し
て
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
民
生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
住
民
な
ど
の
強
力
に
よ

り
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
支
援
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に
つ

　
　

い
て
、
原
油
・
肥
料
等
に
な
る

作
物
の
選
定
の
考
え
は
。

　
　

市
長　

新
た
な
作
付
け
の
選
定

　
　

に
つ
い
て
は
、
原
油
等
の
原
料

と
な
る
作
物
の
作
付
け
・
普
及
な
ど

が
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
エ
コ
社
会
の
形
成
を
図
る

上
で
も
重
要
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
施
策
で
あ
る
「
耕
作
放
棄
地

等
再
生
利
用
緊
急
対
策
交
付
金
」

は
、
協
議
会
等
が
事
業
主
体
と
な

り
、国
で
事
業
費
の
50
％
、市
か
ら
25

％
の
助
成
を
し
、
障
害
物
の
除
去
や

土
壌
改
良
を
行
い
再
生
を
図
る
も
の

で
す
。
市
の
予
算
に
お
い
て
は
、
国

か
ら
の
事
業
に
応
じ
た
交
付
金
に
市

の
事
業
補
助
を
合
わ
せ
対
象
農
地
を

３
㌶
と
見
込
み
、
遊
休
農
地
対
策
事

業
補
助
金
１
３
４
万
５
千
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

市
長
公
用
車
、
議
長
公
用
車
に

　
　

つ
い
て
、
一
般
公
用
車
と
同
等

扱
い
に
出
来
な
い
理
由
は
。

　
　

総
務
部
長　

現
在
の
市
長
公
用

　
　

車
に
つ
い
て
は
、
月
額
20
万

４
，
６
４
５
円
で
リ
ー
ス
契
約
を
し

て
お
り
、
21
年
６
月
で
契
約
が
満
了

と
な
り
ま
す
。
再
リ
ー
ス
し
ま
す
と

月
額
７
万
７
，
１
７
５
円
と
な
り
ま

す
が
、
経
済
性
や
環
境
対
策
も
考
慮

し
、
新
規
リ
ー
ス
に
よ
る
車
種
の
選

定
等
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
議

長
公
用
車
に
つ
い
て
も
、
昨
年
６
月

に
２
年
間
の
再
リ
ー
ス
を
し
、
負
担

軽
減
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
リ
ー

ス
満
了
時
に
市
長
公
用
車
同
様
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質　問　事　項

１．小中学校のいじめについて
２．農地改革プランについて
３．インフルエンザ予防接種助成について
４．改正国民健康保険法について
５．ペットボトルキャップの回収事業について
６．高齢化社会に対応した地域コミュニティの形成について

質　問　事　項

１．耕作放棄地の再生利用について
２．遊休農地対策について
３．新市建設計画事業計画の見直しについて
４．市長公用車・議長公用車の廃止について
５．行政改革について

▲

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収

▲耕作放棄地

中
根　

光
男
議
員

圓
城
寺
正
道
議
員

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の
形
成
に
つ
い
て
の
対
策
は

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
た
い

QAQA

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に
つ
い
て
は

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
取
り
組
む

QAQA

一 般 質 問
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地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
「
産

　
　

業
活
性
化
」の
推
進
に
関
し
、新

年
度
の
具
体
的
な
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　
「
地
域
活
性
化
の
鍵
を

　
　

握
る
施
策
」
は
新
し
い
視
点
に

立
っ
た
農
業
再
生
で
あ
り
ま
す
。
市

民
生
活
の
向
上
と
地
域
活
性
化
を
主

眼
に
、
農
業
の
復
興
を
掲
げ
再
生
元

年
と
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で
生
き
た

い
と
考
え
ま
す
。「
循
環
型
農
業
の

推
進
」「
遊
休
農
地
の
利
活
用
」「
都

市
部
住
民
と
農
業
関
係
団
体
の
連

携
」「
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
」「
農

業
の
基
盤
づ
く
り
と
新
た
な
担
い
手

の
育
成
」
の
５
つ
の
方
針
を
柱
に
、

本
市
農
業
の
再
生
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

森
林
湖
沼
環
境
税
に
つ
い
て
、

　
　

市
で
の
使
途
を
伺
う
。

　
　

環
境
経
済
部
長　
「
身
近
な
み

　
　

ど
り
推
進
事
業
」
は
１
０
０
％

県
補
助
で
あ
り
、
今
年
度
は
９
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
の
間
伐
や
下
草

刈
り
を
実
施
し
て
お
り
、
水
源
の
涵

養
や
温
暖
化
防
止
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
　

土
木
部
長　
「
下
水
道
接
続
支

　
　

援
事
業
」
は
、
供
用
開
始
後
３

年
以
内
の
接
続
に
関
し
て
、
市
が
行

う
補
助
事
業
に
一
定
額
の
上
乗
せ
補

助
を
行
う
も
の
で
す
。「
高
度
処
理

型
合
併
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
助
成
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
比
較
し

５
人
槽
で
約
20
万
円
が
増
額
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
１
月
末
ま
で
に
事
業
完

了
し
た
24
人
の
申
請
者
に
１
，
７
３

９
万
３
千
円
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

　
　

市
で
は
緊
急
雇
用
対
策
本
部
を

　
　

設
置
し
た
が
、
支
援
対
策
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長
公
室
長　

緊
急
雇
用
に
つ

　
　

い
て
は
、
市
の
各
種
業
務
に
お

け
る
需
要
度
等
に
つ
い
て
検
討
を
し

た
う
え
期
間
限
定
で
臨
時
職
員
の
募

集
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
２
名
を

採
用
、
残
り
２
名
枠
に
は
応
募
が
な

い
状
況
で
す
。今
後
、県
の
相
談
窓
口

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
を
蜜
に
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
の
雇
用
関
係
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
期
間
で

６
，
４
３
８
万
円
の
配
分
予
定
額
が

提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
よ
り
効

果
的
な
事
業
を
検
討
し
、
雇
用
機
会

の
創
出
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
　

霞
ヶ
浦
新
庁
舎
活
用
方
針
と
効

　
　

率
的
な
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

総
務
部
長　

庁
舎
内
に
設
置
予

　
　

定
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い

て
は
、
展
示
機
能
を
有
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
東
側
に
市
民
交
流
広

場
を
設
け
、
市
民
の
交
流
や
活
動
が

出
来
る
環
境
づ
く
り
を
関
係
機
関
と

協
議
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
効

率
的
な
事
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、窓
口
申
請
、各
種
申
請
や
届
出
、

諸
証
明
の
発
行
、
税
金
の
申
告
な
ど

に
も
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
の
節
減
が

図
ら
れ
る
よ
う
考
え
ま
す
。
さ
ら
に

事
務
改
善
の
積
極
的
な
見
直
し
を
行

い
、効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質　問　事　項

１．新年度における坪井市長の重点施策について
２．国の施策である「地域活性化、生活対策臨時交付金」の
　　活用策について
３．荒廃地を活用したモデル事業の推進について
　　森林湖沼環境税について

質　問　事　項

１．雇用支援対策について
２．霞ヶ浦新庁舎活用方針と効率的な事務処理システムの構
　　築について
３．市民総健康づくり運動による医療費抑制策について
４．あじさい館への医療系施設による指定管理者導入について
５．霞ヶ浦に対する、かすみがうら市の地先権が以前の公文書
　　より減っていることに対しての出訴権行使の有無について
６．霞ヶ浦の面積割の基準財政需要額1,713万円の使途について
７．放課後子どもプランの推進と人材の活用について
８．霞ヶ浦地区保育所の廃止に伴う跡地利用について

▲身近なみどり推進事業（雪入地内） ▲放課後児童クラブ

一 般 質 問

石
井　

幸
雄
議

員

古
川　

誠
一
議
員

産
業
活
性
化
の
推
進
に
関
し
、新
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
方
針
は

５
つ
の
基
本
方
針
の
下
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
く

QAQA

雇
用
支
援
対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は

市
内
の
企
業
動
向
や
雇
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、効
果
的
な
事
業
を
検
討
す
る

QAQA

QAQA

A
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内
需
拡
大
の
要
と
し
て
日
本
の

　
　

農
林
水
産
業
の
再
生
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
農
業
生
産

を
増
や
す
こ
と
は
そ
の
地
域
の
食

品
、サ
ー
ビ
ス
業
、製
造
業
を
活
発
に

す
る
大
き
な
波
及
効
果
が
あ
る
。
農

産
物
の
価
格
保
障
・
所
得
補
償
に
よ

っ
て
、
安
心
し
て
再
生
で
き
る
農
業

に
し
て
い
く
こ
と
が
新
た
な
雇
用
創

出
に
な
る
と
考
え
る
が
。

　
　

市
長　

遊
休
農
地
の
集
約
化
に

　
　

伴
う
規
模
拡
大
や
農
業
体
験
な

ど
を
通
じ
、
新
た
な
農
業
就
労
者
の

増
加
な
ど
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
農
業
振
興
に
よ
り
関
連
す
る

地
場
産
業
の
育
成
・
発
展
に
も
つ
な

が
る
施
策
で
あ
り
、
国
の
政
策
転
換

や
規
制
緩
和
な
ど
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
農
業
再
生
を
図
る
た
め
の
「
新

た
な
農
業
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
具
体

的
に
展
開
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
・

関
係
者
と
の
協
議
等
を
踏
ま
え
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
規
就
農
相
談
窓
口
を
設
け
、

相
談
、
就
農
に
至
る
ま
で
の
支
援
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

後
期
高
齢
者
へ
の
人
間
ド
ッ
ク

　
　

受
診
へ
の
助
成
に
つ
い
て
。

　
　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
病
気
の
予
防

　
　

と
早
期
発
見
の
た
め
で
あ
り
ま

す
。
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
同
様

な
目
的
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
健
康

診
査
を
実
施
し
て
は
い
ま
す
が
、
検

査
項
目
が
異
な
る
部
分
も
あ
る
こ

と
、か
つ
、市
民
の
要
望
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
沿
っ
て
21
年
度
か
ら

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

霞
ヶ
浦
の
象
徴
で
あ
る
「
わ
か

　
　

さ
ぎ
」
増
殖
に
向
け
た
支
援
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

わ
か
さ
ぎ
孵
化
放
流
事

　
　

業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き

続
き
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
市
の
特

産
品
と
し
て
、
ま
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
推
奨
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、「
帆
引
き
船
と
わ
か
さ
ぎ
漁
」

に
つ
い
て
は
、
保
存
伝
承
を
図
る
た

め
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
更
な
る
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

水
道
事
業
の
今
後
の
整
備
方
針

　
　

と
会
計
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

水
道
事
務
所
長　

平
成
20
年
度

　
　
「
水
道
事
業
全
体
整
備
計
画
」

の
策
定
業
務
を
委
託
し
、
基
本
方
針

の
策
定
、基
本
事
項
の
決
定
、整
備
内

容
の
検
討
、
千
代
田
地
区
配
水
管
路

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
本
計
画

書
に
合
わ
せ
、
水
道
事
業
の
年
次
計

画
を
立
て
、
配
水
管
の
敷
設
替
え
等

資
本
投
資
を
い
た
し
ま
す
。
両
地
区

の
一
体
的
な
管
理
運
営
は
、
全
体
整

備
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
決
算
見
込
み
は
、
収

支
と
も
厳
し
い
状
況
で
、
利
益
は
見

込
ま
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
給
水
収

益
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
神
立
工
業

団
地
へ
の
給
水
開
始
に
よ
り
約
３
千

万
円
の
増
収
を
見
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
営
業
費
用
で
、
高
額
利
子
の

企
業
債
を
繰
上
償
還
し
借
り
替
え
て

い
る
実
績
が
、
支
払
利
息
の
減
と
な

り
ま
す
。

質　問　事　項

１．雇用を守り、地域経営を発展させるための施策について
２．入札制度の改善について、特に談合を許さない、公正な
　　入札の実現を図る施策について
３．国民健康保険税の税率改定と税率引下げ策について
４．後期高齢者医療制度に対する市独自の助成策について
５．子育てしやすく、高齢者にやさしいまちづくりについて
６．水道事業について、水道料金の値下げを実現するための
　　施策を問う
７．石岡地方斎場の移転建設の必要性と市民負担について

質　問　事　項

１．「湖山の宝発掘プロジェクト」の今後の展開について
２．霞ヶ浦の象徴である「わかさぎ」増殖に向けた支援策に
　　ついて
３．水道事業の今後の整備方針と水道事業会計の見通しにつ
　　いて
４．職員数の動向に伴う行政組織のスリム化について
５．まちづくりを担う職員の育成について

▲石岡斎場 ▲わかさぎ人工孵化

一　般　質　問

佐
藤　

文
雄
議
員

加
固　

豊
治
議
員

農
林
漁
業
の
振
興
策
を
市
政
の
基
本
に
し
た
新
た
な
雇
用
創
出
の
施
策
は

新
規
就
農
相
談
窓
口
を
設
け
、就
農
に
至
る
ま
で
の
支
援
を
し
て
い
る

QAQA

霞
ヶ
浦
の
象
徴
で
あ
る「
わ
か
さ
ぎ
」の
支
援
策
は

市
の
特
産
品
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
推
奨
し
て
い
く

QAQA

一 般 質 問

QA

QA
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定
額
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
伺

　
　

う
。

　
　

市
長　

景
気
後
退
下
で
の
生
活

　
　

者
の
不
安
に
、
き
め
細
か
く
対
処

す
る
た
め
の
緊
急
支
援
と
併
せ
、
家
計

に
広
く
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費

を
促
し
景
気
を
下
支
え
す
る
経
済
効
果

を
有
す
る
も
の
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。事
業
費
、事
務
費
と
も
全
額
が

国
庫
補
助
金
で
賄
わ
れ
、
所
期
の
目
的

が
十
分
に
達
成
で
き
る
よ
う
、
早
期
支

給
に
向
け
て
円
滑
な
事
務
執
行
に
万
全

を
期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

給
付
金
の
総
額
は
、対
象
者
４
５
，７

１
３
人
に
対
し
、６
億
８
，９
４
７
万
６

千
円
を
給
付
す
る
と
試
算
し
て
お
り
ま

す
。
３
月
27
日
か
ら
６
ヶ
月
間
申
請
受

付
を
行
う
予
定
で
、
受
付
窓
口
に
つ
い

て
は
、
両
庁
舎
で
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

霞
ヶ
浦
地
区
の
路
線
バ
ス
廃
止

　
　

に
伴
う
代
替
策
と
し
て
乗
合
い

タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
至
っ
た
経
緯
を
伺

う
。

　
　

市
長
公
室
長
「
か
す
み
が
う
ら
市

　
　

地
域
公
共
交
通
会
議
」
を
昨
年
10

月
に
設
立
、
路
線
廃
止
に
対
応
し
た
応

急
的
な
対
策
の
基
本
方
向
を
定
め
、
こ

の
方
針
に
基
づ
き
、運
行
便
数
、運
行
時

間
、実
施
体
制
、採
算
性
、事
業
経
費
な

ど
の
評
価
基
準
か
ら
「
乗
合
い
タ
ク
シ

ー
」
の
提
案
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
市
全
体

の
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
ま
で
の

暫
定
的
な
運
行
と
位
置
付
け
て
お
り
、

霞
ヶ
浦
地
区
で
日
常
生
活
に
直
結
す
る

通
勤
、通
学
、通
院
で
路
線
バ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
た
方
を
対
象
と
し
て
導
入
し

た
経
過
が
ご
ざ
い
ま
す
。

平成20年度

第２回議員研修会
茨城県市議会議長会主催
平成21年２月５日㈭
於：ホテルレイクビュー水戸

　加固議員、古川議員、井坂議員の３名が参加。水
戸市消費生活センター所長：田山知賀子氏による
「今日の消費者問題」、茨城大学教授：佐川泰弘氏
による「地方自治の現状」の講演、意見交換会が行
われました。

地方議会年金制度に
ついての研修会
県南市議会議長会主催
平成21年２月２６日㈭
於：土浦市民会館小ホール

　年金制度の現況等を把握するため、県南10市の
市議会議員を対象に、市議会議員共済会事務局長：
立川久夫氏を講師に、研修会が行われました。

質　問　事　項

１．定額給付金支給について
２．乗合いタクシー運行について
３．やまゆり館など市の有料施設の利用について
４．小中学校への携帯電話の持ち込みについて
５．生活保護制度について

2月 13日 議会運営委員会
19日 産業建設委員会
20日 新治地方広域事務組合定例会
24日 全員協議会

議会運営協議会

26日 地方議会議員年金制度についての
研修会

3月 3～24日 第１回定例会
14日 大和田バイパス開通式典
15日 霞ヶ浦庁舎建設工事起工式
30日 総務委員会

4月 ３日 産業建設委員会
17日 県市議会議長会定例会
19日 かすみがうらマラソン
23日 関東市議会議長会定期総会
24日 茨城県市町村長・議会議長会議

産業建設委員会
議会だより編集特別委員会

5月 ８日 総務委員会
文教厚生委員会
議会だより編集特別委員会

12日 県南市議会議長会定例会

議会日誌

▲乗り合いタクシー

議員活動・一般質問

小
松
㟢　

誠
議
員

「
定
額
給
付
金
」支
給
に
つ
い
て

早
期
支
給
に
向
け
て
円
滑
な
事
務
執
行
に
万
全
を
期
し
た
い

QAQA

QA


